
令和８年1０⽉１０⽇（⼟） ⽗⺟等の集い

最近の⼭形⼤学⼯学部

1 ⼯学部の取り組み
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2 進路について
① 進学について
② 就職について



1. ⼯学部の取り組み
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保健管理室・学生相談室

健康管理、学業や将来の不安、ストレ
スこころの健康など

キャリア
サポートセンター

就職・キャリア開発の⽀援

相互連携してサポートします。
⽗⺟等の⽅からのご相談・ご意⾒もお受けしております。

学⽣サポート体制

学生

学⽣サポートセンター
総合的⽀援・窓⼝

<連絡先>
学務課学⽣⽀援担当

〇TEL      : 0238-26-3017
〇E-mail  : yu-kougakusei@jm.kj.yamagata-u.ac.jp



学⽣の活躍
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■学⽣チャレンジプロジェクト
（2026年度採択事業）

学生が主体的に活動し、大学や地域とのかかわりを深める
魅力的なプロジェクトを募集し、採択されたプロジェクトには、
１件につき30万円を限度として大学がプロジェクト予算の
支援を行うもの

<2026年度⼯学部⽣（院⽣含む）採択事業＞

・プロジェクト名

山大アルファ化米粉を用いたレシ ピブックの制作と
レシピコンテス トの定着

・申請団体
山大アルファ化米粉ひろめ隊

→過去のレシピを抜粋しまとめた「山大アルファ化米粉公式レシピ集」

の制作
山大アルファ化米粉レシピコンテストの「年間行事」としての定着
山形大学発アルファ化技術の認知度向上およびグルテンフリー食品
の普及推進
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国際交流
⽶沢キャンパス留学⽣数（R８.５現在）
【正規⽣】 学部 43名

博⼠前期課程 31名
博⼠後期課程 13名

【⾮正規⽣】研究⽣（学部） 5名

計 92名

（国籍）中国、韓国、⾹港、台湾、
モンゴル、タイ、マレーシア、
ミャンマー、ベトナム、
インドネシア、バングラデシュ、
パキスタン、ペルー

⽇本とマレーシアにおける循環型経済の
取り組み︓廃棄物管理、リサイクル技術、
持続可能な製造
2026.8.23-8.30
・⼤学間協定校 マレーシア・マラヤ⼤学へ
・学⽣10名,教員3名派遣

サマープログラム2025（派遣）
環境保全とエネルギー問題︓現状とエ
ネルギー資源の将来展望
2025.8.24-8.30
・⼤学間協定校 新モンゴル学園
新モンゴル⼯科⼤学(NMIT)へ
・学⽣10名,教員2名派遣
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●2025年春、⼯学部⾷堂がおよそ約30年振りにリニューアル
●愛称は「techC」
（学⽣の公募により決定。「Technology」と「Cafeteria」の頭⽂字の組み合わせ）
●導線を改善
●昼のピークを過ぎた時間帯はフリースペースに

学⽣⾷堂

2024.12/17～20
米沢市学園都市推進協議会の支援
を受け、米沢牛を使用した牛丼を
ワンコイン（500円）で提供しま
した。

TOPICS

New
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経済的⽀援 ⼯学部⽣（院⽣含む）独⾃の経済的⽀援です。

■被災学⽣⽀援

■⼭⼝祥⼆奨学⾦【R6年度設⽴】
1950年（昭和25年）に⼭形⼤学⼯学部前⾝校の⽶沢⼯業専⾨学校を卒業され，
⻑年縫製会社を経営された⼭⼝祥⼆様からの寄附を原資として，経済的に厳しい
就学環境にあっても意欲的に学業に取り組む学⽣への経済的⽀援を⾏うことを⽬
的に設⽴されたもの

・奨学⾦額︓年額授業料の半額相当額
・返還不要
・申請書類︓罹災証明書など
・前・後期２回募集

・奨学⾦額︓30万円
・返還不要
・申請条件︓⽇本学⽣⽀援機構の給付奨学⾦を受給していない者 等

※その他、成績基準、⽣計維持者の収⼊基準などの条件があります。
・募集期間︓10⽉中旬予定 ※毎年度募集する予定です。



• 繊維
• 染⾊
• 紡⽷

２０００年〜
有機エレクロニクス

有機ＥＬ
有機太陽電池

有機トランジスタ
フレキシブル
蓄電デバイス

・有機エレクトロニクス
研究センター

・有機エレクトロニクス
イノベーションセンター

有機材料

⾼分⼦加⼯
レオロジー
成形加⼯
フィルム
⾼次構造

・⾼分⼦加⼯研究施設

１９８０年〜

⼯学;  新しい価値の創造

有機材料システム

有機デバイス
製造プロセス
バイオ，ゲル

センシングシステム
３Ｄプリント
ICTシステム

有機材料システム研究推進本部

２０２０年〜
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１９１０年〜



有機材料システムからサステナブルエレクトロニクスへの新たな展開

分子創製の基礎学術を基盤に､プロセス技術･デバイス作製･応用技術･
量産技術までを開発し､

有機材料の幅広い分野で日本･世界をリード

9



「成⻑分野転換基⾦」重点⽀援枠に東北地⽅で唯⼀の採択
〜AI・データサイエンスとエネルギー、材料、資源循環分野を融合した次世代GX⼈材を育成〜

● 令和8年9⽉に、⽂部科学省の「⼤学・⾼専機能強化⽀援事業（成⻑分野転換基⾦）」重点分野⽀援枠に採択
採択された25⼤学・⾼専のうち、東北地⽅では唯⼀の採択

● 採択事業「GX・エネルギー資源循環をAX/DX/共創で推進する⾼度⼈材の育成に向けた異分野連携学環の設⽴」により、
AI・データサイエンスとエネルギー、材料、資源循環分野を融合した次世代GX⼈材の育成を推進

● 令和10年4⽉に「エネルギー・GX共創学環」の設置を⽬指し、産学官連携を基盤とした教育研究体制を構築することで、
地域から脱炭素社会と産業競争⼒強化に貢献

（出典）独⽴⾏政法⼈⼤学改⾰⽀援・学位授与機構
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